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〈：いじしj、I-/: I .,L'. ..' 1 ，.打［’iて与、：1、i三J;;J<,111Jil ／，：じ：ut '.) JJ ( J、lwJn,lu、tri.111Jc主、・d《，1,r
'11)1)(1人士／） .. 

父；lノノ，）よてυ，－－一.＇：ノ；〉。 中1]1吹~ ！こり， Jt/,hWJJ；’i Ci?的）＇｝J'iをlj.え， あどpb、；tL、

りーすにおけム守＇！ .i'',1.1:::t, J;f:1:;}1,・'.・i :: ：，，］，；.、主 ), ;,);;:, (_'.:'d＇を，，生けると五どして，；仁：＇／＇.＇｛［ iil"Jc!）拡大企I：%トJ
山口じ,11-;,,・;,IじじJ礼；,ii,1リIll＇川叶と llf(t lドJLび）ぐふれ， ｛if,: ／こゾ）じらうし i,Hi:C:;i iヲMiし この工業i)i]づ並立三よijが仁；i'三了i

l,・td二：＝：一’jド.＇／1_.,J)IJ’L, i：；と（／ (1'. {. .v .. ，，け ！リハり｛；＇－ (Tl,<' .¥li,iislry of Jnd11striじりに，J1.-:, /!1h二；／l,;.,J、C,己三（／）

•.1J I Y: I：シ ' 、tこI_/L h仁 ,,, 1',,j 、＇＞ '(, t I] ｝し＇）， ':' 1＜、ui ',¥ rd；ー！I］徒会f上）および、リ山WJ述ニ，1U，二九fし
人ll山，，：：＇＼と if:.JI J L二L、7., しかi，叫ぶ1, I t、じ： iJそ ご約 .Jill))j ，；； ン i、が政資.~，；し！コノベあるo J／＝.工業IJ¥J必

,:t！｛ιj ＂打 l':':,>i:,11111 に社 j 之、｜ビli ！~’J; B札 t, I仁川ゃれ，，1,1心！ 公ru仁川lj）ιに，，；：／；＇（ .¥ ,/l./".,{i，，立；!iii；.ニバーナるよ〈紅、いむ（i)Jと
.'i日，J，＇，山fニi/J:・_ f'>, ！日／・,:・ ＇，心。 L. ・:, ｛！、白、主vこ比五Jifd Jj 4（）（）（），〆ンド .／Ji;ミ｛：：，をnしHけ
" •,: こ＇ rit'11;i r,J 、；、 ＇＼＇ ~v'! f ; : ' I) f!f、k｛，ぞれ；＇・、／二仁円 f二J 二こがz:iI/¥Hこ，［jける仏企：菜の発以も許しいものごあ

ふ～ しJニll ニノIく~：：＼＇： ( I川伴＇rscale induバγy）；こ I::JO:J:; ふ｝クイ γ仁す／｜、·511;1~およひ生空j,L'fitJ;i: も ；TJ!'t：ーな iJX.fi: を

-~' .! 1 .. ''.1；：ゴ、ど11,'i；としごはfよらなレ。 j if ,I ＇ι，111Jij；＇；ミ I,.~ !l'た疋：ととゐり，ガーすの総Ii¥工業での主要な位i引をご
；＂.！：；い；こにと；，；二t，じJノご’ Jう，jLらi上Iりiく心Jく月l」， j,I_f＼よ（r'J 【l：οt’c:，：こU、た三＿，／ニo これらσ＇）』j山j工7長J吃EミOJ発IJ己tよ1ほf！ l ； 

,f ，；く•h1 ラ i；【：j\.:f ノ1苛， 11f主c'11
，＇：。＇J''.l '." ：：，】：11:i Ii；：、：1/Jぷi111~ I/ );j、』、・｛：J工/ ¥ iこ火；l.):ャl j主jらぬlがめるο すなわれ，；ゲーー！政J{fJ；よひ fタリず
と／j士え／？い山、 ch.入二三i乙；；，、 Cli!i1けご，＇（ :,,:; j',', ". ';;,'; u) -yシ／（八（；llつ会f上により， 8:iO万ポン F'U> JI; 11;J / I¥ 

，／，＇＞ アンハソJ九Jとti:のにふん， U尽ぺそっ｝（｝l,'i（，＇.仁仁 ・tu' ピミキ，・;Z::JC L 、とん｛， i1l1M 民 uぬがこれそあり， 1%:ll-t•)

・,'(,1，見かじ史とιらゴ） : c¥＇つノJ。 q j主10（）万トンしり｛，i1i1h'{t＜＇.！をilな1ことにた、ど〉υf也）j,

（山仏大企込山，Jw~.. ：.とノ乙よ〉ろうかじ J'.1却：j今ヅl川二iι し‘j；，），ど） ，；，、fルクMl!ilfふiI [;lJj (7) I：，のーっとして，アメリ

,,;,'.J立に l;J ti J, 1足、たと注 ，＇）＿＇＇（ IJ ι： i~LY-'>{] l;;1;1lli'.li'I許，..

，，、－~3S；ム士」i＂＇＇た t'' ！＞.！し，：，，， こO>gz'j・；上；Ji，＇［）＇工 υ〉乙lI. 品三、千l'i'do’,J:i8（，りJi斗、ンド℃残，，止＇t＇℃めり， この一仁J」Jの：＇t:8:

,J:.1：，九仁Jη，, i ・_ .とを ？；えれ；r, i'i' L ャだfl".ぐわふと i, /It)Hl初JVJl交階におし‘ ζlOjjト＞v>i.Jc.J>.i'i.をあげ主主ことが

)J;ilit/J'..らt，.」、Q J位H与さ4!,'(いる。
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結ιi，経済成長およびj[l：面する経済の諸問題解決に対

し，絶大な支援と民献をするために，ガーナにおける1:
業開発はつぎの諸段階を経過せねばなら t,:¥ 、と思わjL 

〈ぷo

:H＇；お 1(.:, I司内；i'l'lt11の需要の大部分合供給Lうど｝

－ 

jこめの，；Jr工業の往＂空（も t,7》／内とhにft同ii、Ji'til1i(tH--

工うもi1i)11lliff,¥/,rJJためのl業は合まれる）， ;:;; ；＞ に， ゴヶ＼・／，－1:

業および建築ill伐材などの;i，巳礎的物資ノj吋Aのための 1・ ''( 

ω建設であり， J；討をに，，f(機械：~（iの fl ！、給キ jiなう J勺•！， cl)

諸工業のDI戊がこれであ＜：，0 

2. 工業開発の諸（1際（1963～70'.to)

本7カ，；r-計匝1iにおいては，つぎの5m口にその工業開
発の主目標が置かれてL、る。

(1) できるだけの努力をJムって， ii'ift1Ht妥に応j一る

べく製造工業l引の凶内1巳Y!Ji'ii'，が生11'（.：されねばならない。

なぜなら，こjLらニ］：＇；幻，rn1工業産，＼7，（土，トEとんどそのn
i玄な外貨支Jムいの1巳1i1Gとして海外より輸入されてヤるか
らである。

(2) 現在，米力11工の第1次産，＇出として愉，＇ I＼され口、る

t生産物および鉱産物の六部分が加工され，製造工業111111と

して輸出されねばならない。

(;l) 建築資材工業は，建試事業を：文様ナるため拡大し，

近代化されねばならない。そして，その第一歩はU、bゆ

る金J,:Jl,i；業および化学工業分野における基礎工業の開発

にぷ以内：~：；：かれねばならない。

(4) j，~礎工業の IJ日発においては，当該国経済がH正面し

-c，， 、心「l:'.t1ヒJJi主jJliむし、〆〉そう ［Ji':ilさせるために， q、i‘
町l],1>i1c_むがJI、われねばなじないυ そのために，機械工業，

川河以！U1仁川凶Ii!'fi:¥1γ）う）－IJ1f(:.. J; L、C, Jr礎uJf'~＇.が Ii{;

tわんjL./)(J/( ,・, /;( U、ο

（ん 1$1)¥Jjijl.l, j也のアフリ ）J低1)¥15益諸国とJドi同企；，－

わせ心にうにJi主i生さjしなけjLIJならない。

:i. 工業生産の主Cit¥'{

1970年までに第10友に衣；j之されている主要工業製品の

l吋ドγ』ミ産は，この茨に示されている比率に到達するで

第 P表 :-t‘l災i向t't物資の輸入状況

ョ＼本＋ ,¥,', 
は3 物
語I I} ん
紘物

（単位： 100万ポンド〉

I 1938 ：山l附加； 1960j 1961 
0.18 O.lff 0.591 2.12: 3.93 4目81
o.o:-i o.oi o.z7i o.961 z.zo 2.72 
0.09 0.09 0.661 l.:-l4, Z目39, 2. 74 
1叫 3叫12.12！此判 19叫 21.52
1日 3叫 13叫 23.65[ 28. 22 :-ll. 79 

(IU刊［） 本文， p.940 

第 10表 7カ＂I日↑1[1iにおける！：XiliJ 56の主張Hf::: 
（単位： 100万ポンド）

以 終 ［川l｛紅t i尚印 ｜ …i I…｜」〕Ivi, lド同凶U川川iロU川川川：1川川叱l日山ιI',・1い；
1数 社｜単 位 J%:){j'. I 附＇ i'- ＇附～ i 1,;i96材9午料再i州｛:j,j-司j王（；ト凡附込平釘1

591十三 I ' 

1.約糸中JJ M 2,2007j ドゾjヤ
2.約 イIi 6,000Jj ずjJ γ一一 F 
3. J,',. 相t 200ソJ }J~ ! 

4. ::r:; け ん 35,000 トン 1.00 : 
5. tニ fj " 580万 んント 3.00 

』 l

G. 食 100,000 トン 0.22 
7. j(j) 車1i: 100,000 トン
8. ,¥!! I 60,000 トン
9. 生史 物 I }40,00() lン
10.品t I 25,00() lン

11. ::r5 ）火 100,000 
12.セメン I・ ! 600,000 lン
13.念（紡 l'+') 850,000 .A-ンメ
14. アノレミニウム 100,000 トン
15.アノレミナ ーー

16.川 j川一llγ 0.72 
17. ココプ Jぷ川 90,000 トン ｜ 4.5G 
18. ・;"r-紋， J ニヤ紋 5S07j ,/l)jソ fョート l O.Sl 
此 ,H ノト ｜ I，討附 1(1. ()() 

二両I 20.01 

Ci±) 以材料の筏 1次／J11.D土製.ltl過引に白まれる。
（出19D 本文， p.1030 

戸.7[, z.75 I 
7.50 7.50 I 4.50 
2.50 i 2.50 0.50 0.50 
;3.50 , 2.50 2.63 
5.::2 I 1.45 0.3G 

1.00 I 0.78 ＊ 。目20
4.50 4.50 1.25 0.1:l 0.20 

6.60 I 3.30 0.40 
7.70 7.70 2.80 3.75 
l.8品 1.88 ＊、 0.04 

1.60 ＊ 0.50 
4.02 4.02 ホ 2.67 
10.6:J 10.6:'l 9.:J5 10.63 
1メ.GO 18.6υ 15.60 16.74 

1.92 1.20 0.05 0.48 
17 .10 12.54 15.66 17 .10 
8.51 お00 1.8:-l 7目4:-l
l2A2 2.42 6.00 9.66 

1]8り5 98.04 42.19 32.66 1・ 61.76 
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WI円台業i菊花ぃi111Jil士，国内市場向けのTJけんお.tu：精

製｛I i]l i，輸出グJ；竺めの10万ト〉；こ達すらアルミニ，'.7J、の

生政川闘がすでに着手されてし、る。材木，繊維，たばこ，

ft)'仏吹庭用乱、六類およびPラステ fソク製品々どの

1二Jt＼；川＇￥＇.業中とふ IJ，本7刀qJ計画にじける茶礎 C:(I沼

知市1:・ti（；うべく， ｝.記の誇工業は拡脱されるはずで

あ九

一一…，.，，，，，，，，.，，，，.，，資

4. 

nu1の推測に上jtlf，豹 Ii{•2()()0万，；j,ιドの投1,'i治‘上

J己のtff工業のIf:.産目標遂行のために必要であると見内れ

てい汽ぃ力IIえぐ，士ずボ－ '( 1）イト鋭、すζおよびア.／上てナ

給主主i均の建設が必要！：：.tcると同時に，化学，機械等の

部門は，＇＇： P カ年計画の終了する1970年以後において，

1談悶工業生産構造において主要な位併を占める三とが
予測·~ ;/Lるのごわししたが J Fてこわん渚工業開発ぃii習

は；忘れることのできなu、ものである。

工業開発における公共投資計画

オ（7り年計・jj111uJcf;1年目トニ公共部fH二おいてな＿＼1,Lる

べき：｜二業化計閣の緊急事業は，すでに着手された諸計画i

の完滋止し、う三とであれ 今や商業ベースにおいても成

功L〆わある公穴部門内仁おける多数の製造工業にけし

て，料済的自生プJを与えることが肝要であると見なされ

てい〆れこの上うな企業体の育成過桜において第11表に

示Jllごし、るl:＂） におよそ 11;o万ポンドの経費’カ＇； ！と：／！＇，主

れる凡込みである。

凶付工場は本7カ年JI・爾の初期段階において操業を｜羽

I 

7ヵ年計11111に ii)けるl'l;•, Iiょが
サービス業の拡長百｜ドIi

（単｛江：ガーナ・ポントヴ

48,700 
:i],[00 
:¥7,:¥1)() 

48,100 

21:J,500 “9,(iilO 
J o:l,:!Oり
おり，ら00

16,400 
680,000 
l i九州）（）（）
[ [1),()1)。

びテ＂＜＂ U',

キ，ろうごとが期待己AI＿.川、る。 '.'.iJ10表に表才、.＼ {Lてい

'le産目付1tI け70年一三、には是手！と七達成されればなら人

し、必礎的な最低日際ーなのである。

I 'f,'; J門にあ， r／’F公夜、O>/ilfr

ガー！；こ：）：し、て』｝ その工業｛！日）Ji:t国民’！リ！’の｛牟少、j;

うよをi'，めるにすぎず，製造了ー業，Wdこ対する問内需i要σト・
r:11分がj'.1怜＼れてU、：にすき，・，kI, 、って、あり ・r.業開発i. 

れけるき： 11_c:r1よび草＇.1!'.J{1、業の参加がおおし、に i{'1¥視さj: 

てし、る。工業部門におし、ても，特に織物，述書誕資材およ

び食品］Ji！℃t： どの分目下ll:，緊急にその開発ゲ：.，：~変ーとさ i l 

ヤる。

現在の橋裂がII佐ーの企業体を支持することができる場副

作，その製，Ii，が経済的主主要性をNrっと考えにれ汽｝ならlr,・ 
j［丸府当｝，，I，ちγ｝ヤは来、［ドJi,i＼門によ，：，J古資のし、 V;i:かiこよー，

て，その製造工業が開発されるよう政府当）；，）は支援する

用意がある。このように，一つの製造工業（工場）が戦

略的重・，Xtt:;c持っこぷlj；られるl品川こは， 引 ）1｝聖子にお

ける民間投資家は投資法（theCapital Investment Act) 

により，ある磁の特権を得ることができる心

ガ－ h/Jil＼ド出品v'lI i、化にrLIしくは，，t,,:,)＿；；土び技H1
~[z;］によりソi該分野への新規参加者の力II入が同雑にな什

ている場内には，設小の生産目J傑逮日tに必：喫とされる投
口およ↓＂，＇戸 （＇，’＇，機能 σ＇， ，レなくと j, 部分をiI, ,JIき受：；「

匂三とが氏｜品1投資（.：：.J口，kされ

5目 ｜寸）：i；工業開発の政策

政府＂ i,,,Ji；，そ山｜玄関発言iド111におヤてi、，；L＇.のごと弐

砂！確な諸施策を遂行し，それによりすべての杖下t't本か

最も効率的に稼働することを念じているコそのため，本

｜：業化；；i!lil/-の戦illおI.Jぎのこと さ優先lil[i]，＇，～： ，'f・，毛山
らあろ。

(1) 現存する工場Ji/Ji設，；；））：{!iiiの能力を最大限に発押す

こと。

(2) 1,,J l古i品の＇I‘Ji（／）ため仁おJi;lに工場主ぷ立するに

先立つて，現存する工場の生産能力を11f能なかぎりirli初

日せること

(3) U¥竹 f工場〉の約設お l；びおrtiの訴！船主の設f君子

行ない，まったく新たな諸工業を開始すること ι

ガ－－1；.：：.；コけるコ｛＇I：産は，他山低！芽i発祁；1の場合L

1 ，，］様に， i('j-j.：のみ t~' ' j経営立川、ひ技術水，(Iし＇ljfiitこ主jL 

ても非常に大きな負担をかけているために， J二i：己3TfilJ 

犬遂行すろに＇＇1たい、あまりに多額の日立体花授は行t..h

,1!,えなレ＇： ＇.、う基本 i'1'JJr由が｛かる

基本的工業化円標
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¥li[: ，友 Jし公子！（クマシ）
i現 •I.I·• 争： J＼公けいクラ）
引ーナ・タイヤ・サービス会社

カーナ刑造公社
レ／ Ii' タイ；lf限定i公主J:
カーヲ・ベンt製造公主l:
ヌ＞ ＜＇製品 i；公主J:

:Jfーナ池町i公社（テ才）
布袋製治公社
カ←ナ｛仇 γ＇ff 公社
民l ,r_ JfJ 初公社

( ii ) セコ／〉九

r JLも池れ
(Ill所） 本文， p 1090 
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始することが強く要求されており，砂精，脱穀，繊維，

t!z昨,jt，ココ F処士＇ij！，加工および織物のrum能）Jが明大す
ることが期待Jれてし、る。これc，既存のl：業（t,:+@1iを先

進ナることが，公共部門における工業化計凶Iに課せられ

た第2の主要任務であると言わねばならなL、。

日鉱業

1962年における吋該国よりの鉱産物輸出総額は2482万

ポンドに達し，総輸出額の21.6%を占めたのである。し

かし，過去10カ年における鉱業生産は完全な停滞状態に

あり， 10:>！＇二以前に比較して 1962年にはわずか7.2%の輸

/Ii額増JJllがあずタたにすぎない。

第12去に示主れている上うに， 1962f¥＇.にイ訟とボーキサー

イ卜の輸出が新記録に達したのみで，ダイヤモンドとマ

ンガンは停滞し／ニ主主であ 2た。マン力、ンの愉a：は1H.'i7
ifにその故尚水準に達し，ダイヤモンド輸出は19(i2fjに

は196（）｛ドの水準に比較すれば24.6%の低下合見せたので

ある。 I二記の主うな鉱業の業績低ドl:i，開発11J能な鉱業
資ilf,｛のイ」）止にヒるものではなく，｜！日発11J能tc資；／ti（の利五，

適切な査察の｛、；止にあるものとj且われる。

それゆえに，きたるべ~7 カ年日＼ l)lliにおける鉱業開発

の政策的民 1H標は，生産，輸出およびi{/i用の各」頁｜｜に

ついて新規の}j/1;で業績を向上主せることに同！かれねば

ならないのである 1

l. 鉱業開発

(1）金

オプアシ（Ohuasi）地域における金の産出は，総花出

!i'（の42%を占め，金正E出に対するいわば「ドル箱」的

存在となっている。他方，アシャンティ金鉱開発公社

料一一四
(The Ashanti （；。ldf,eldsCorporation）はJぜ；阪ロi闘の実

施に着 f:.しており，その；；＋闘によれば1963年と1966年の

：； カ年に25%の生産別加をみる予定である。

l正店主鉱業所（採鉱所）の近年における産出高増加は，

利潤獲得を11J能にしつつ操業を行なうためには必要不可

欠となフている。混合岩盤地域（Amalgamate<lBanket 

Areas〕において，年間およそ 30万ポンドに及ぶ金産出

のための損失があると推測されているが，産出高が3万

8000トンから 5755000トンの月産に達すれば，これらの

損失も回避することができるであろう。その開発計画に

従い，つぎの5カ所で調査が行なわれることになってい

る。すなわちカヤンコール（Kayiankor〕，オプオム・シ

ウム（01山口m Siwum), トコスア（Tokosua〕，ナンゴ

ヂィ（Nan釘odi〕およびドクルペ〔Dokurupe）υ

（日1 ダイヤモンド

アフリカの採取業者によるグイヤモンドの産／tiは，近

"I・徐々に低減しつつあるο 故も海Y1に採取しうる採鉱rJr
はすでに抑止りはくされ，）えif討採取者はし、っそう進歩した

J刻j;jを取り入れることに困難を感じ，またその能力に欠
けらところがあることがダイヤモンド産出高減少の原闘

にff、っているものと忠われるc

しかしながら，きたるべき 7カ年間におけるダイヤモ

ンFjl'（；三業の振興発IR：のために必要とされる主眼点はピリ
ムM(Birim River）のしゅんせつである。すなわち，そ

のブロラ河〔PraRiver〕との合流点からカデ（Kade〕の町

までのおよそ38マイルが，ダイヤモンド採取のためにし

ゅんせつする最もよい条件下にあると見られているから

である。

輸 tll 額
第 12表鋭、 1f：物輸出

〔単位： 100万ガーナ・ポンド）
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が要求さJr：：，のてふる。 γbウにおい、 4－日－ ；守手，＼ j L 

ているマンガンJJI!臓に｜羽ナる調貨は，印刷年中には終了

す乙三とが！り！？寺されてヤム，キどのボ」ーキサ fト鉱山刃

はテγに最も近く，テマの精鋭所が操業を開始すれば，

さ／てくIJlJfとされればなじないのであ／トカミ， ( Eナ1：ン

(Ycnahiのにある最大のボーキサイト鉱業所がガーナの

アJl,ミヱウJ、産業のため内最も主要な 1,1；猿とifるものと

j耳、われるの

ャJれiごいよ，恥員の調達におU、て悶難な問題カ2あづ

fιよ俳／！，1961句fより［だ、b、に千字滞してU、J三「地'i'T：淘査／，，）

(1、i〕〈包 f〕cologicalS日r、v巴yDepartment）の機能が早P忽に

争j：労、零封ii"Jもろ三とが安衣されていろ》 Lt＝カミつ～，

鉱業｜刑事Eのために，本 7 カ年il·jilijのれとで削り ~lj てられ

たl'.t1.か／＂，’ L子こ＜ ＂.も 170ヴポンドが司 「j也九調査応！
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℃虫色て3勺

‘」..... ,, .. ,, . .,,,,.,,~’,.,.,. .-,;..•_ 
ιt 
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およびヤカウ（Yakau〕の採取に最も便利tr地球て、のtll!
蔵J,1勺減，1,,,r とより，近年乙vt産出：；j：土減；JJのーi併をた

ている。
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務14表 T‘浄化言l・@iの現、伏（l 9fi1年1,m. 11「〕
君”＇＇.，・，勺宍了寸るも： η

1. 精i\11~「会場
2. r,;♂・u努
:1. 麻／ 1,J;:工場（？－，てン）

建設中のもの

し 勢内工場ぐすマ〉

2. 食肉加了．工場（ぷノレガタンカ〉

3. 砂糖工場（ア Fセ〉

4. 者'L・f:¥T.場「ごtメ γ グ7
5. 製鋼所（テマ〉
6. アノレきニウム加工工場（テマ〉

7. 製料己場「タマシ〉

8. ココア加工工場（テマ〉

(). ヨつつ’加工丁場（タコラプ r)

l「） カ予三て摂＼ ( !f Iレケ，； ) 

主主役2予知中のもの
，，.品関門ノ

1. ト ’ト..：、ノュヘーかI1・工場ドFヱン＇）

2. パイナ y プノレ加工工場 fヌザワム）
ト ’ト力11仁 1・J号（ヅけ’L (,・) 

1 . ti昔、（， fr ,fr', （マ〉
S. 砂 11，~T，努（ 2 カ ，m

1;. yi; F：』吃製時tl'li 
7. Wi科J忍
8. 食肉加工てj場

iiPf1きffl i 'XI係〉
1. fr理ilレソカJ 仁場
2. 1it：告工場
:l 斗－ 1ソトf.i・セメツ i・タ f ノし主i~

4. 行灰および加水石灰工場

月 セメ γ ト工場

）.：料・（.＇主的関もに：ッ

1. 皮なめし工場（アベイメ）

2. 総子千枚物：1て埼（テマ）
品i':ru:1工！I;( 2カr!O
4. 寝台用マット工場

"・ Fァト『レ・不明T工場
fi. 夜 c'l；民維で）！h

7. 縫拠工場
•• i•正材料 11nt関係＼
1. ゴ人｜；場（l／サソ7
2. -.i: 紡｝J\iマ 1て~ （タノレPリ〕

7・Jjl;t［＇.＿，：場（ヨカ f9ri

) , )1 I’fソー ・々｝気岩 1・.1努
日． 本1,≫ • ifi・r主下ii-,）！＿て鳩
Ii. 字：｛－；l肥料一仁巧

7. 製：n冗
8. 合椛・ベユヤ板工場

f 日J；産物I川1系＞

l. 金， マγj／ソ，鉄鉱ii, グイヤそソドたもな

H加工丁．場
2. 「 vンゲン放仁場

ぐその／tll.>

工事！？工場

2. 内熱冠王ま工場

3. Y伊予援業関係IJ必

4. ダポ工場

日． くわ・かま製造了‘場

6. f守l分品取り付け了場
1. n動車薪V兵力て了、効
8. テレピ組み立て工場

9. 治令工場

10. ,lt r,rtt製造下旬

11. 幾多器機械工場

12. ［＇.＼日：：工場

I'.¥. ワ（：Jcむ・ τ，ii:i年I;If Jl1 I日時Jf,'.'.iT・1易
14. 磁i；；工場
［ろ． 、lものが！ LT務
l(i. 九州修Jlj!・1:!J占）日，J寸腎峨・i:,Jしll1M治TJ/,¥

第日常干i：合間木
：~，、述土＇経済n:1・n己の促jJ£；てむし、く，い;j）ゆる干i): 資本

（あるいは社会的間接資本〕のt!f什煎婆性は，町〈上り

当該Ii：政Jffにlf）認識Fhてきた土こ九であり，f不1次，

tfi 2次の打、済｜昨i写岩下l・1ii！］に:f3いては，その総支/J¥翻Hf!

1の00)j；；：ンドのうそ，'J''.f二伺00!j，），ン1：が；！：会資本の開

発・！慾仰のために支tUされたのである。

す•c_;;.Y知られているよ r,l三，き！？該国政府は農業の開発

および出産物の効率的h楠送，同己5jに多大の努力売払う

覚悟a::示しているが，ナでにtifJlill実施された経済開発計
l習におL、て，い，わゆる「勤労奉｛りの果／こした校；l;,J：ま，

支線道路や市街道路の建設に関して特に高く評価されね

ばなんなU、。 4:7カ年υ，ljil1jに才i，，、ても，合該国政府はこ

のような「勤労奉仕」の促進をいっそう強く押し逃める

予定である。

また，本7力q：計画においてぶされてL、る社会資本に

対する投資の主要目的は，いわゆる陸路を取り除き，現

iε1てす－ζ》ぷ機t毒er
そこで：目該国政府の政策は，計闘（部門別の開発，11jlli自〉
村]Tj：の＇；／／子容な i冴繋を行なうこと仁ふり，なかんずくJI；経

済的な税f,-や議侮を避けるために交通とj酎日のぷ粧が必

7廷であF，う。そとで，ナベ亡の交通機関の凋主主を行なう

にめに， ｛交il.ri奈良会J（’1、ransport心，mrnission）の設

it.＇が考慮されてL、る（~il5表参照）。

第7！？ 教育，原用

1. 7カ年計画における教育の任務

当ぷITiにおける教育行政は，ヤわf-;f!f~ 2の段階に達し

たものと言われ，指導技術の研究をはじめ，近代的経済

社会の要請するところに；台を用いねばたらないものと思
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れようとしている。

2. 労働力の育成

196:i～70年のあいだにガーナの人口は720万から860万

に別加するものと見込まれており，この期間中に 130万

のr'ffrたちが労働力として社会に巣立つものと予定され

てVぷ ｛カ‘1.ーかれらのtpで結1.iW＜：・，：γ：H1!.i了、あるい
は身休 I:u川、迎合性などの理由で，あ1"l I 10 Jj人カ2耳芸痢

ド書叩；：ペi.'r ・, tぴ）であるとf往定され；：，" 二（／） 110 lJのうち
q:'-)fi(i心；ti, 

mとな<Sは寸『 CあるO 高等技術を身につけた労働者の瑚
}JIIは，つぎの斑由により特に緊急必要事であると,f,!Jわれ

るυ すなわち，中等および高等技術を要する雇用機会が，

きたるべき 7カ年には60%以上増加するものと推定され

ているからである。

1%0河内人 11調査によれば， 4%が~－－j級！ff産業， 16%が

中級職業（こ：，；c,J，：していたことになってし、るが，この数字

に
川（
 

ー14.52 総

〔：：：iir) 本文， p.132。

われる。そこで，教育計閣はつぎのような 2白、のアヴト

ラインにそって実施されることになる。第1は，子供た

ちが小学校教育を終了したのち，かれらが近代的労働力

として社会の一員に組み込まれうるために必要な技能を

身につけることができる機関が用資今れねばな九ないこ

とC~·～リ，第 2 には，本 7 .';'I'" i}•ii ’ f’ιされている［

：；＇；.長お上び他の経済官 1,1“j,_.• I J:1;J'.i:') Yペゾ、iこ必要とされ

る1,,/ ！；こ教育；t,IJ度が見合弓〆、く，，l',i'f::.'<;: Lff'tr t，なし‘の

工業，農業お上びその他の経済告｛lr11lかり要請主れる伎

術訓練のためには，被訓練1'f'の水準がq，等教育（l¥';j等学

校）以上になることが広く盟まれているけ Hーナではこ

のようないわゆる中等技術者の不足がきわめて深刻であ

るの Lたがつて本7カ主F,d-函lこおける教7守l}fl発のプログ

ラJ、c:t，特に中等教育c')j1，：充に1f1令 ｝

γE lピ；主［村，職能訓練のための問Illのiれだにも努力が払わ

l.7S 

12.27 
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([11 1〕先進諸国と比較し－c－＂人ご？とと！η位’t；土50%になる r11'/i￥♂1.(f；；必i包の最初の6年間で基礎教育を受けた生徒

什 lのである。 1960年）) 1:01］悦紋山、伊理殺，技術者， のうじ， i二級三／＇校へ進学しない＇（｝のために：！｛ r/：リの補習

j (jJi ,', J工どが非常に不足（コ、店二 L ';_: Hしてし、たので 内Yr1J:n，にわれることが計画されており，そのtdl習教育

!¥ ，；，第16表により，本7心：↓ドJplriがえlf開発のプログ : t'l 'fに尖tI千二：における労働者と lC必11な＇］［ J}:fの訓練を

うムに従っーて達成しようとしている腐用構造のアウトラ 京内容としているのである。

イン告と知ることができる。 (2) 中等教育

3，教育 現布；ゲーナでは初等教育を終了した生徒のうち，わず

(1）初等教育 か2%弱の者が高等学校に進学するにナぎない状態であ

現在実施されている10カ年の初等教行期間を 8カ｛fに る0 ｛： 三で経済の近代化ととも化要求される幣婆に見合

問市十ることが立案されひ、乙が，このろち6カ年は， うために，この進学率は25%近くまで之1激に，Jiき上げら

J[)jf／卜f：校で行なわれてνらそのi:t、打投TIを行ない， ;j !}. jげたらない。

lJ山 2年間を中等学校：t{Fとすノ日、；？である。このよ i'ifL,lJ::l"i＇，された高等学校拡充計画によれば， fo年 500

りんわ］等教育の期間に関J-;:, J~i(jJi ：化ジ）川；J'r-Jは，教課内容 人C＇）ど［いけごあったが，経済の要 iii；こ基づさ毎年2000人

および教科書の改訂という問題を含んでおり，安易なも の11:.fH闘が必要であると思われる。この新定員備の計図

のではないが， J：記のごとき初等教育期間の短縮が行な により， 7カ年において高等学校卒業生は3万3000人か

われないなムば，木7カ年計聞の期間中に初等教育を受 ら6:mooo人へと増加するのである。このような生徒定

けるために約200万人の件i徒が入学することカ2推i主され 民数の淵力日にf半い，教師の増加も現在の1000人から1970 

るo そして，かれは1970年以前lこは， U、

l一亡？｜：会に出るととはで：壬ア仁日、_j）；「： －v'；；，れ初等教有i益 ｛：） Jミ！〉ζr~Yl一

引にLitる生徒数の上述し勺：； ＇1;",-Jf; )j!] '. ¥ "f該国経済に 、F 三数年！日jにおける大学教育の者LV、禿/R:it11を見は

; I I : 'z渓されるととは手伝；；tごI伝i雌：ふぐ！円Ii司il寺に，急速 ／》tのがふり，学卒者数；土毎年：lOO人に；主してきたので

か川河l週発計画の実施を：J、め；：） i,のこ l’ん 点、り， 1970l]'lでにこの数字は11H'l800人までw：加する

ffi 16表 小学，中学， i関学中学への入学者数および教職員の必要員数（1964～70年〉

前年度末生間｜内生数 入学省数 総在学者数 在籍教員数 ｜新規必要教員数

1964 1,303,000 j 49,000 
1965 1,498,000 60,000 
1966 l,li7パ，（Ii）ο 64,000 
1967 I，向日什，(I()() 65,500 
1968 2,020,51)() 125,000 
1969 2, ];j行、;j()() ど20,0似）
1970 2, l'I凡，日（）（） 250,000 

833,500 

（！日所〕 本文， p.1520 

第17表中央政府による教ff投資

（単位： 100万ポンド〕

剛山1叫l剛山川叫計
,', む 教育 0.3 OJ O_¥ i O_:J IU 0.1 0.1 1.8 
(" ＿－，－－ゾー校教育 2.2 3.1 4_j fi8 Ii_', 3.4 3.6 2D.l 
子校教ff 0.6 2.1 i 2,8 :u 日!I 2.2 2.1 11.1 
''r教育 OJ 0.5 O_fj O_Ll ll_o 0.8 0.9 4.6 
教育 1.9 2.0 12 i IJ.8 i日月 1.0 0.9 8.7 

号十 I u s.1 I 9.51川 l川 7.5I 1.6 I 61.3 

（出所〕 本文， p.1620 

244,000 1,498,000 37,250 4,875 
240,000 1,678,000 42,125 4,500 
236,00作 1,850,000 46,625 4,300 
241，（的。 2,0'.!8,500 50,925 4,460 
25＇.）‘（）(If) 之、l:'iG,500 55,:l85 J,2（目。
262,000 2,198,500 58，日前弓 1,050 
271,000 2,21'),500 59,G'.-l5 525 

G29,ooo I 22,910 

ことが予定されている。 1970年までにおよそ5000の学生

が正規の学生として，三つの大学に入学することが推定

され，大学教育拡充計画によれば， 1962年から1970年の

ふいどには， 9000人の学生が卒来ずるものとWJi寺されて

い，λ さ允るノミき計画期間に，必要土されてし、る大学教

i'.i!iの数；士大きくはないが，より阪秀t,;_教師を求めようと

してL、るため，その補充は非常な凶到しう1二ht!J：＇：：れている。

'): t：工，大学はおよそ9000入のとt卒千？を去りll寸→るという
ことのみならず，調査研究の分野においてもその成果は

期待されている。
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7年間に日＇）（） .' j ＇、ンドが；子、に J、げる住宅;t;.I:ひ、での閉

店lj包；＇｝＇.のit,,Hこ支出さjしたのである。

沼10r;f グォ／レタ河IJtl発ill・Jilii

ゲォノレグ河附発，H-阿は，ガーアの経済開発事殺のq，で

も最も大ゴj,:iυJの一つであ乙》 三の開発部1Jl:i:t,;fく力

宅電開発仁，（）（）（） ＇；ポンド， 「Jレ、二ウム和幸l[Jiに:i.C:liOJj

;Jfンドの没資ir，刊を合んでおり，＊た上記2大開発に問
i!:liずる持1llYJI｝丹免，ll‘i珂に対ナる700万；）－；ン F＇の投資も予定

吉れてい乙。

まず， r¥jJ ''.,le開発につけどベえば，とσ，t),,,,1，日建計

！！可ではア7 リ r.， 以大のもので~） ＇），このちち，， y ケブイ

ノレ・グム（Iミocl、JillI〕am）の高さはiliH如70ブィ…卜， JJ[

1：のlii:さは2100ブィー卜，そして3275＇！サiマイノレの茨UT

f責を有す〆パ 1になるはず1勺ノ人水力発t,.1:t;j〕Jiと大発

言能力は8~ :¥1＼γ！ iji.f!LlOO 1; 1-•• ) ：・－あり，とれ；； ! {l千f

れ 147.2MWの先屯機会6品保ffしているためごある。

589MWの経氾能力を有する正1-4frの発泡機がまずii文民

される＇f定であり，グムメ矢代将の流水能力はf品f'))120 )J 

,'c}jフィ ト.＇： /1：るはずでら （1C 

送電線七：＞ 'li'i'のもの2ノ，：；ニ工りテマ（Terna）川主主主

mまでアコソムボ（Akosombo〕から42－＜イノレを設i注さ
れ， 21日l和泉のもの l ；与がゲーテのl判官~l也JJ売をカノι略し，そ

）給、延長Ji'i'::: i jl¥(l＂？.イル仁、 lす；：，ものと見1・ノJlてν、る。

このほ大7「 i ＇.，（.の需要／＼ ！，しとは， ffe/Di二ヴ fYレコ

(Volta Alumit:ic1m Company），つぎはアク ）， ゴマ，

クコラディ，ク γ シおよびその仙の町村を含めた南部jf

ーナの一般活力il'i1ltr，長後に各穏鉱；/1よりの泡fJ需pf

.；；予定されノ'C,, .ノy。

1965～fl7 ・1:11.こは，各種虻むら＇ J,t力需要も’ぃ勺r－一般

の需要「出土全持活m；の15%1Jii1乏を示ナものと予想される
が， 1077 ijc二女

家！？哀 ,・rォノレタi'I'.' f己，i:J回，推定汁1:

lti';)s::れII, ft{主］山絵師jなと
お冠 Ji:iI!' 11-.その 1包＼
発電 2 など
送電 :; 1 変電所

諸機械山， / i 11 i茂など
!'.¥',¥ 日守 口 J-11 
巡 1沢氏木
建設期間＊の利子
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ろりさ「，！こ，南部ゲ jーの各町村刊万三＇， i；呈l土1966｛ドに

は，およそ85メカ、ワットになるものと見られるが， 1976

年には266メガワットに達すると期待冬れている。

約lL'fiを行政

十7り年計図のJtll!JJcドに建設されることが予定されて

いれNr[CT会議事！な， i可立会議場などは，すべてアクラを

ゆ心としているのであるが，各官庁のピノレディング述設

のためには260万ポンド，新国会議事堂建設には 120万

ぷンド，そして国全会ぷJ!.Jとその顕在！ι支のために綜250
万ぃン戸の支出が行なわ;j1.,る見込み三ある。

q，央rnrのみならず，地方官庁の施北1立備も十分考Jむ
されねばならないわけでみるが，それら地方官庁施設の

拡：le・絵似lのために240万ポンドが貸し付けられる予定

1--cに実泌さ；jl，たCi｛｝；の〉経済開発日i阿においては，

f併に道路，学校および診療所などの建設に対し， ±lli}i官

FYのあげた実績は布く汗1Jlfiされねばならない。そして，
q, '/:Jlt/i’fから放；＼', －~；れる基金と， J-i!_\)j付jア自身の議，JJ主し

う；：，百）；：およびヲJf,[)jヤ（［：とが一体とん；つらより1喜；Lザこ

え，＇i企ふ；Tうるような（j：：礼治：実施されノラことが強く望、けし

る。 JJIHこ，いわゆる社会資本の開発計開1Jの一端として支

線道路の建設に対しても，融資が行なわれるのであり，

加えてきらに380万ポンドがいわけ）る会；i、権設の誌にの

たのに，地方官凡’へ放出される予定で必〈〉。

対；121台国際貿易

1956年以降，ガーナの国際収支は一貫して劣悪化の道

吉どたどっている。つまり，主として相対的に高いココア

0)' 111{¥ /i:h格によりがj':j·－~れてきた凶11:['1 ＇，＇.：， の黒字が，

l ¥15Gfj'-以来ココプのiF，侃洛，政府に主る投資計@I遂行の

ための原材料の輸入用などにより 1958/59年度の例外を

除いて，同際収支は！醇化してきたのである。 1959年に900

j} ，］＇ン！ごであっ t:ti'iみ；，：て金への九日JTJf；発行額it,

[')(ii）＇.じには 1600二万ぷンドとなり， 1%JJ1，に獄6200万ぷン

ドーと，jJ台した。 Lかし， 1962年re:：土l出入frl!J限の実b
輸入悦のだ］相および、耐久消費財に士、Iずる購買税の課税な

どによりmi際収支の欠mはやや好転したのである。そし
て－， l ¥L F. ([ii？？；也寸基金）および諸外国の銀行とり

のi'Jl;J，詑交のため，、片山田の外国万台Itヲ！き出される必

援がなかったのであり， 1962年12月31日現在7500万ポン

ドを剥討手していたのである。

主に：引司の外1ヨirv況に対する作用嬰因は単純なものでは
ないが，ガーナにおいてはわずか放f'l(C叶Cu出品目がある

にす!i'ir v、ことに阿国ずる外貨収入の交!]1)1がふたたび起
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第2に， l珪内よりの資金調達として，つぎのように述

べている。［jfj内におし、て！！？蓄を促進させるための諸機関

の強化方針については，すでに指j宵されたところである

が，ガーナにおし、てもし適切な数と種類iの令融機関が千r=

::(J>j"吊れば，かなりの凶r"1！げ子寄が行なわれうるであλうと

兄られる。したがって， lt(A存｛足j並に ti~J,\!,Tる訪l科目;[Jr主，

,}I] 'f-iがなどは国民がt'.Jらj(i弘2するようM：大のWJifrtを，，，.え

るとともに，それらの貯蓄を有効な投資活動に自己間Jべ

く一卜分な考慮がJムわれなければならない。

財仰の：nirnにあげられるのは，外悶よりの貸付およ
び贈与金である。ガーーナはイギリスfl(.（民地であった他の

諸国とは別に，独立以前ないし独立当時，イごγリスより

なんらの貸付金，贈与金も受けていなかっfこが， 1961年

以来外国よりの｛背款に大きくたよらざるをえなくなり，

本7カ年計画の丘前に，開発計画への財源としての諸外

国よりの献金を見込むことが可能となったのである。

1962年2月にグォノレタ拘附発｛昔款協定が珂／；j]され，そ

れによりガーナ政府にはヴオルタ・ダム互主投資金として

およそ 3500万ポン F，ヴァルコ合資会社（V礼lcoCon-

sortium〕にはアルミニワム精錬況のUl,i）：のためにG8GO力

ポンドをfj'し付けることになった。 )j, 19li2i¥'Aミj、ーと

にガーナ政府は総額4800Jj,J，ンドに述「る｜ク 1.／ンソト

協定」をイギリス，西ドイツ，ソiJLなどとがiんだ。

,L 7カ年JI・両の財源

本7カ｛Ffrli前jのもとに設定された経｛斉・社会IJJ発の，；r,
日擦を完遂するために，カーナは7位7fi00Jj,J；＇ンドに注

する投資を必要とするのである。~らに）JII えて，：乃花i1J 

経済の生産力を維持ナるために 1f,む41oo)i,J，ンドのlit(i;:

が別立されねばならないのである。すでにμ己述 1されたよ

うに，非常に多数の農村労働力が農場のl)l],i/iや出場の必

似l，拡張事業などに2¥-i{l：しているが，これらの¥I'｛接投資

はさらに明力IIし，本7力主F,li・TI白ー期IIU'i1に9900;},;cンド近

くの実質的奉仕ーを行なうことが期待されてu、心。全［十、と

して力、ーナにおけるこの種の投資水準は， Jl.r;f.it.'.保され

た毎年1億0900万ポンド平均というものから本7カr;;i

Ft1fの期間中は 1{0:4500万ポンド・，1cJ'.Jの1）＜叩にJ1''/JJIIナ’〉こ

とが見込まれている。

本7カ年計阿のWl聞に実/i'fu:せらるべき政府提案の位資

訟，投資時期，配分などは，すでに第2立において述べ

られているが，この投資計画はすでにμ己述してきた，沼早

において討論，検討されれた財政上，およびその他の考

慮に従って実行される予定で、あり，それゆえに本μ！日1jの

中核ともいうべき存在なのである。他方，諸部門jに対す

’資 料一一一一竺一一
心政！W~んjの投資経費が総額 5 低4000万ポンドにわたり

1(11¥J投資および地方「l治体の投資によって補足せられる

」とが必要なので＇＆.）る。

箔141'主計i凶の実力~i，管理

政府＇'.i/,,lのすべての省および庁は計画担当官（plan-

niu日oflicじr）を持ち，それは各省，庁の次官によって代

行せられるものであり，かれは白己の所属する機関およ

び他の機聞とのね11工述絡に務め，本7カ年計困の諸目標

の！＇］ illな；lミ地を緩助する任務を持つものである。かれ

は， 1・1iユの所属する機関において適切なる統計資料を作

凶し，その資料を「rj1央統計局」（TheCentral Bureau 

of Statistics）に報告せねばならない。

経済開発計闘の実胞に当たり，最も寂要な企業の生産

刊ーを決定ナるものはつぎの3要因である。すなわち，労

Hiiの熟練！主，経’；；~者の包壮！能力，および設備の質的内容

である。

)}, -J-iこ：［3いては決業および工業の諸企業に対する労

働｝］（ノJj)I，給は，きたるべき数年聞は，企業の生産規模の

折、川こは｛；－ うものとι1、われる。本7カ年1H閣下における
i主術およびif;j'.)Y,教育の開発計｜国が完遂されれば，熟練労

仙自の大HU~な不足は起こらないと予想、される。

他）j, ＼，、うまでもなく経営能力は企業の能率に大さく

j;:~w:: ナるものであるが，現在のガーナにおける経蛍者能
)Jり；J,11，はりつして出足すーべきものではない。特に経理

( :'.),,1-) frl111'Jが公共企業体における最大の弱点となD て

いるはそこC，農務＇（i，」二業省、およびその他の政府機関

( 1, ＿；：，，－.！似告の基準（形式）を確立し，それぞれの企業

{t斗二J向した統，;J災半、｝に主LづくJr,導・t；：耳nを千子なうべきこ
とが:AUとさjvc いるのである。いずjLにせよ，このよう
な日仏文耐のJl:lit'f.・官f！［！のイJ十分さは，つぎの理由からはj

ごさにものである。すなわち， li昔企業体はかれらの生産

(it};, i1：注目および不lj間半がし、かにあるべきかという，

主わめて初歩的な考地：もまったく行なわれることなく，

i之、？：されたその結果なのである。

Lた点、んて，それら企業体の経済目標を完遂するため

に，企業体の生産'lN寿成要因，生産費｛氏凶条件の立案化

hどにつL、て適正な汗価を行なわねばならないのであ

〆J0 

そこ： c,!Ji］立生産性センター（NationalProductivity 
Centre）が設立され，経営機能が十分に発揮されうるよ

うに山口を与えることが期待されている。

（海外派ii'.i:民 自江見；＇（ !IL)
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